
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     日本航空不当解雇撤回裁判原告団 殿 

 
 

 10.25大集会の盛会を祝し、連帯のメッセージをおくります。 

 不当解雇と果敢にたたかわれている原告団のみなさん並びにこの

たたかいを支えられているご家族をはじめ多くの仲間のみなさんに

心より敬意を表します。 

先の参議院選挙で衆議院に続いて安定多数の議席を得た安倍政権

は、「成長戦略」で「世界で一番企業が活動しやすい国」を実現する

として、大企業にはいっそうの減税をすすめる一方で、解雇自由の

「限定正社員」、残業代ゼロの「裁量労働の拡大」など雇用のルール

を破壊しようとしています。 

 このようななかでたたかわれている JAL 不当解雇撤回闘争は、

JAL労働者のくらしや尊厳を取り戻すたたかいであると同時に、解

雇自由化への道を拓かせない労働者全体のたたかいでもあります。 

また、JRや東京電力でも深刻な問題を引き起こしている「安全よ

り利益を優先する企業」のあり方を問うたたかいでもあります。 

このたたかいの意義は、極めて重要です。 

 本日の集会を機に日本航空や高裁を大きな世論と運動で包囲し、

高裁勝利、早期解決を勝ちとりましょう。 

 徳島労連も JAL 原告団のみなさんと力をあわせこのたたかいを

１日も早く勝利できるよう全力を挙げる決意です。 

 ともにがんばりましょう。 
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